
彦根市平田こども園給食調理委託業務仕様書 

 

  本市の平田こども園給食調理業務を委託するに当たり、その仕様は以下のとおりとする。 

 

1 業務名称 

彦根市平田こども園給食調理委託業務 

 

2 履行場所 

彦根市立平田こども園 (所在地 彦根市平田町 303-1)  

（調理場形態・・・ドライ式） 

 

3 定員 

  200名 

 

4 履行期間 

  令和 9年 4月 1日から令和 14年 3月 31日まで（5年間） 

 

5 施設概要(令和 8年 9月 1日現在での予定。) 

  (1)受入年齢 ① 1号認定   3歳児 ～ 5歳児 (幼稚園機能部分) 

② 2号認定   3歳児 ～ 5歳児 (保育所機能部分) 

        ③ 3号認定   6箇月 ～ 2歳児 (保育所機能部分) 

  (2)開園時間 ① 1号認定   8時 30分 ～ 14時 00分  

        ② 2・3号認定 7時 30分 ～ 19時 00分(延長保育含む。) 

                 ※土曜日は 7時 30分～18時 30分 

  (3)開園日   ① 1号認定   月曜日～金曜日(季節長期休暇あり。) 

② 2・3号認定 月曜日～土曜日(土曜日は希望保育) 

        8月 13～15日、12月 26～28日(希望保育) 

  (4)休園日  ① 1号認定   土曜日、日曜日、祝日 

学年始休業日(4・5歳児 4/1～4/7、3歳児 4/1～4/11) 

夏季休業日(7/21～8/31)、冬季休業日(12/24～1/6) 

学年末休業日(3/25～3/31) 

        ② 2・3号認定 日曜日、祝日、年末年始(12/29～1/3) 

 (5)実施事業 ① 1号認定の預かり広場・保育 

② 2・3号認定の延長保育事業(11時間を 30分以上超えての保育) 

        ③ 一時預かり事業(未就園児対象) 

        ④ 子育て支援事業(未就園児対象の親子の遊び広場) 



 (6)日課等  ① 開園から 14 時までは、全ての園児が共通の日課を過ごし、その後、1

号認定の園児は降園し、2・3号認定の園児は引き続き保育を行う。 

② 全ての園児に給食を提供するが、1号認定は季節長期休暇を除く。 

  

6 基本条件 

(1)「大量調理施設衛生管理マニュアル(厚生労働省)」に基づき、園児に安全かつ安心で良

質な給食を提供する。 

(2)園児の発達段階や健康状態に応じた乳幼児食、離乳食、アレルギー除去食等を用意する

など、安全、衛生面および栄養面での質を確保する。 

(3)委託する業務内容の内訳については、別表 1のとおりとする。また、費用の分担につい

ては、別表 2のとおりとする。 

(4)設備、調理器具および備品等の貸与品(予定)については、別表 3のとおりとする。 

(5)献立(おやつ含む。)は、市で開催する給食内容検討会を経て、市で作成した給食標準モ

デル献立表を基本に、毎月の園での献立検討会で決定する。 

(6)食材料については、園において契約、購入するが、発注量については、受託者が園と協

議の上、献立表等を基に算出するとともに、食材の納品の形状等について要望等がある

場合は園に伝えること。 

(7)不測の事態が生じた場合の緊急対応マニュアルを作成し、対応すること。 

(8)食中毒などが発生し、市が受託者から損害を被った場合には、受託者が市に対して損害

賠償の責任を負う。 

(9)業務の履行を継続できなくなった場合の対応として、業務契約を継続して行うことので

きる代行保証人を確保すること。 

(10)新年度、給食開始前までに打合せ、研修、見学等を行うこと。ただし、これに伴う費

用は受託者負担とする。 

(11)3歳児以上に対しても主食の提供(完全給食)を実施すること。 

 



7 調理見込み数および提供時間 

  (1)調理見込み数 

① 1号認定 

【平日のみ】 

 季節長期休暇は除く。 

対象 
給食が 

必要な月 

季節長期休暇 

昼食数 
おやつ

数 
合計 学年始 

休業日 

夏季 

休業日 

冬季 

休業日 

学年末 

休業日 

3 歳児 4 月～3 月 4/1～4/9 
7/21 

～8/31 

12/24 

～1/6 

3/25 

～3/31 

30 食 0 食 30 食 

4 歳児 4 月～3 月 
4/1～4/7 

40 食 0 食 40 食 

5 歳児 4 月～3 月 40 食 0 食 40 食 

合計 － －  － － 110 食 0 食 110 食 

② 2号認定 

日曜日・国民の祝日・年末年始(12／29～1／3)と園行事に伴う数日を除き、実施する。 

  【平日】 

対象 昼食数 おやつ数 新 2号認定児

おやつ数 

合計 

3～5歳児 60食 60食 30食 150食 

合計 60食 60食 30食 150食 

  【土曜日】 

対象 昼食数 おやつ数 合計 

3～5歳児 20食 20食 40食 

合計 20食 20食 40食 

③ 3号認定 

     日曜日・国民の祝日・年末年始(12／29～1／3)と園行事に伴う数日を除き、実施する。  

【平日】 

対象 昼食数 おやつ数 合計 

0～2歳児 30食 30食 60食 

合計 30食 30食 60食 

【土曜日】 

対象 昼食数 おやつ数 合計 

0～2歳児 10食 10食 20食 

合計 10食 10食 20食 

 

 



④ 一時保育 

対象 昼食数 おやつ数 合計 

0～5歳児 5食 5食 10食 

合計 5食 5食 10食 

  ※一時保育は、申込状況にもよるが主に 0～2歳児の利用が多い。 

⑤ 職員 

日曜日・国民の祝日・年末年始(12／29～1／3)と園行事に伴う数日を除き、実施する。 

   【平日】 

対象 昼食数 おやつ数 合計 

職員 50食 40食 90食 

合計 50食 40食 90食 

   【土曜日】 

対象 昼食数 おやつ数 合計 

職員 10食 10食 20食 

合計 10食 10食 20食 

※ 令和 8年 9月 1日現在の食数であるため変動する場合がある。  

   ※ 食数には、アレルギー除去食を含むものとする。 

   ※ 献立(おやつ含む。)は、市で開催する給食内容検討会を経て、市で作成した給食

標準モデル献立表を基本に、毎月の保育園での献立検討会で決定する。 

(2)おやつ・昼食の時間 

 区分 対象者 時間 

昼食 
0～2歳児 10:30 ～ 12:30 

3～5歳児 11:30 ～ 12:30 

午後おやつ 2・3号認定のみ 14:30 ～ 15:30 

※園行事等の都合により変更となる場合がある。 

     

8 業務内容 

受託者は、決定した給食献立表(おやつを含む。)に従い、別表 1 の業務を行う。また、別

表 1における注意事項は、以下のとおりとする。 

  (1)給食管理 

   ① 受託者は、調理した給食については、異物混入等の有無や味の確認を行った後、園

長またはその代行者が行う検食のための配膳等を行い、その評価を受けるとともに、

評価については業務の参考とし、異常があった場合は、園長に従い対応すること。ま

た、検食は、離乳食・除去食を含むものとする。 

   ② 嗜好調査、喫食調査等については、受託者の調理業務従事者も協力すること。 



   ③ 給食に係る園行事(保護者試食会など。)等に伴う付随作業や食育に関する取組につ

いても協力すること。 

   ④ 給食の提供に関する書類等の作成および報告は、市の示す日までに行うこと。 

         ⑤ 市で作成した給食標準モデル献立表とは別に、園で収穫した野菜等を使っての園独

自の献立での給食等を実施することがあるので、随時対応すること。 

⑥ 市が開催する給食内容検討会に適宜、参画・協力すること。 

⑦ 園で開催する献立検討会に参画・協力すること。 

⑧ アレルギー除去食や宗教上の理由で除去が必要な場合について、保護者との面談に

参加し対応すること。 

⑨ 乳児・幼児ともに、その日に提供する 1食分の給食（おやつを含む）を展示食 

として所定の場所に展示すること。 

(2)調理作業 

   ① 園行事等により昼食時間の変更があるときは、変更後の時間に合わせて調理作業を

行うこと。 

   ② 調理後、喫食までの時間は、可能な限り短縮し、最大 2時間以内とすること。 

   ③ 食材料の検収時間は園長に従うこと。 

④ 配膳および返却は定められた場所で行い、園児の安全確認および保育士等への引渡

しを完全に行うこと。 

⑤ 調理作業については、園と協議の上、特にアレルギー除去食については十分に注意

の上、行うこと。 

⑥ 業務終了後は、園長に「給食日誌」および「衛生管理簿」による報告を行い、承認

を受けること。また、当該月の業務が終了した時点で、完了届(様式 5)を市幼児課に

提出すること。 

(3)食材料管理 

  ① 献立表等を基に、給食・おやつに使用する食材料の発注量を算出すること。 

② 園に納品される食材の検収については、業務責任者またはこれを補佐する者が責任

を持って検収を行うこと。ただし、園職員または市職員が立会うこともある。 

③ 調理過程における食材料の管理は、受託者が責任をもって行うこと。 

  ④ 保存用食材料・保存食については、採取、管理、保存すること｡ 

⑤ 受託者の責に帰する理由による食材等の損失については、市の指示に従い弁済する

こと。 

⑥ 食材料の検収については毎日「食品受払簿」で、また、在庫管理については毎月「在

庫管理表」で、各々園長に報告を行い、承認を受けること。 

⑦ 災害により食材が届かない、または電気・ガス・水道が供給されない等の理由で給

食の提供ができない場合は、予め園が備蓄している非常食を提供することとする。な

お、備蓄している非常食の管理は委託業者が行うこと。 



 

 (4)業務管理 

① 受託者は、調理業務従事者の氏名を給食調理室前に表示すること。 

② 調理業務従事者の交代等については、園長に事前に報告すること。 

③ 緊急時の対応のため、交代要員を事前に園長に報告しておくこと。 

④ 受託者は、市が実施する工事等により清掃および立会い等が必要な場合は協力する

こと。 

(5)衛生管理 

① 厚生労働省の「大量調理施設衛生管理マニュアル」に準拠したものであること。 

② 受託者は、食品衛生責任者を設置し、関係法令に基づき食品の安全衛生管理に留意

するとともに、給食の調理、配膳等が衛生的に行われるよう調理業務従事者の衛生教

育に努めること。 

③ 受託者は、調理業務従事者に対し、サルモネラ菌、赤痢菌、病原性大腸菌Ｏ－157、

Ｏ－26、Ｏ－111 については月 1 回以上、また、ノロウィルスについては年 2 回(11

月から 12月の間に 1回、1月から 2月の間に 1回)検査を受けさせ、検便結果報告書

(様式 4)により園長に報告すること。 

④ 給食調理室は、作業後直ちに適切な方法で清掃および洗浄消毒を行い、清潔保持に

留意すること。 

⑤ 設備、調理器具類等においても、適切な方法で清掃および洗浄消毒を行い、清潔保

持に留意すること。 

⑥ 残飯および塵芥の処理は、適正に行うこと。 

⑦ 調理作業における衛生管理については、衛生管理簿等に基づき確実に衛生管理を行

うこと。 

⑧ 受託者は、受託者の責任において立入検査を行うこと。また、市、保健所等による

立入検査が行われる場合は、協力すること。 

(6)研修 

① 調理業務従事者に対して、調理および食品の取扱い等が安全・衛生かつ適正に行わ

れるとともに、給食の目的や調理の役割を十分理解させ、園児の健やかな成長に資す

るように、技術向上のための研修や衛生管理の研修、人権研修等を実施し資質の向上

に努めること。また、研修を実施したときは、研修実施報告書(様式 6)により園長に

報告すること。 

② 調理業務従事者に注意事項等の徹底のため、朝礼等により業務確認を必ず行うこと。    

(7)労働安全衛生 

① 受託者は、調理業務従事者に対し健康診断を定期的に行い、健康診断結果報告書(様

式 3)により園長に報告すること。また、常に調理業務従事者の健康状態の把握に努

めるとともに、異常を認めた場合は速やかに受診させ、当該従事者を給食に従事させ



ないこと。なお、新規採用者を従事させる場合は、従事する日までに健康診断および

検便を行い、結果を確認すること。 

② 労働災害を防ぐため、受託者は、調理業務従事者に調理器具の取扱いを熟知させる

こと。 

 

(8)設備および調理器具等の使用 

① 給食調理室については、受託者に無償で使用を許可する。また、給食調理室の設備

および調理器具等についても、無償で貸与する。 

② 当該業務を実施するに当たり、設備および調理器具等を適正な方法で使用すること。 

③ 受託者は、設備および調理器具等を破損した場合は、園長に報告すること。なお、

その原因が受託者の責による場合においては、その損害を賠償するものとする。 

④ 物品等に関する市と受託者の費用分担については、別表 2のとおりとする。 

⑤ 受託者は、貸与を受けた器具類等以外は、市の承諾なしに持ち込んではならない。 

 

9 調理業務従事者の配置 

受託者は平田こども園給食に関する業務であることを考慮し、調理業務に従事する者と

して専門の知識を有し、かつ、集団調理業務の実務経験を有する者を配置することに努め、

食数に応じて適正に配置すること。調理業務従事者の勤務時間は、本調理等業務を適切に

実施するのに必要な時間とする。 

(1)調理業務従事者のうち、調理師の資格を有するものを 2 名以上配置すること。ただし、

2名のうち 1名は栄養士の資格を有するものでも可とする。 

(2)上記の調理業務従事者のうち 1 名を業務遂行上の受託者として責任を負うべき業務責

任者とし、委託者や園との連絡調整に当たらせること。また、1名についてはそれを補

佐する業務副責任者とし、業務責任者に事故があるときは、その任に当たらせること。 

(3)調理業務従事者等届出書(様式 1)を作成し、令和 4 年 3 月 18 日(金)までに市へ 2 部提

出すること。 

(4)調理業務従事者に変更があるときは、その都度、調理業務従事者等変更届出書(様式 2)

を市に提出すること。 

 

10 調理業務従事者の服務 

(1)業務責任者は、仕様書に沿って業務が履行されるよう指揮監督等業務全般の責任を負う

こと。 

(2)業務責任者は、業務中の火災、盗難等の事故が起こらないようにすること。 

(3)業務責任者は、常に所在を明らかにし、業務履行に関して市と連絡および調整を行うこ

とができるようにしておくこと。 

(4)業務副責任者は、責任者不在のときにこれを代行すること。 



(5)調理業務に従事するものは、清楚かつ清潔な服装を着用すること。 

(6)調理業務に従事するものは、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはいけない。また、 そ

の職を退いた後においても同様とする。 

(7)通勤手段として自動車または自転車を使用する場合は、園長と調整の上、指定された場

所に駐車または駐輪すること。ただし、駐車場の契約については、受託者が責任を持っ

て貸主と直接契約し、費用も受託者が負担すること。 

 

11 各種報告書等 

受託者は、業務終了後等には関係書類を作成し、市に提出すること。 

報   告   書 提 出 期 日 提 出 先 

調理業務従事者等届出書 (様式 1) 当初 市幼児課 

調理業務従事者等変更届出書 (様式 2) 変更時 市幼児課 

健康診断結果報告書 (様式 3) 実施後、速やかに 平田こども園 

検便結果報告書 (様式 4) 実施後、速やかに 平田こども園 

業務完了届 (様式 5) 翌月、速やかに 平田こども園 

研修実施報告書 (様式 6) 実施後、速やかに 平田こども園 

 

12 リスク分担 

リスク分担については別表 4のとおりとする。 

 

13 その他 

(1)献立変更等による業務変更については、市と調整を図りながら業務を遂行すること。 

(2)食器用洗剤は滋賀県琵琶湖の富栄養化の防止に関する条例に基づき、市の示す洗剤を使

用すること。 

(3)仕様書は業務の大要を示すもので、定めのない事項であっても、仕様書に付する業務は、

誠意をもって遂行すること。 

(4)法令の改正等により、本仕様書に定める項目を変更する場合がある。 

(5)その他、疑義が生じたときは、市と受託者で協議するものとする。 


